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搬端送信レベル（ｄｂ）し，づ．ｌ………：．
位相補償器の準漏話雑音に対する効果ふ
（下り回線）・．・．・・・・・・・．・・・：
間）ｔこＮｏ．ｌよりＮｏ．４まで４種類のプレエンフ了ミノフ、回路を付ｔ、レ図９３１：こ示すようなＳ字形のプレエン・
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研兜災用化報□Ｓ４＝き第４り（ｌ’ｊｓｒｏ
東京ＥＰ－１形ＦＭ端局装置の中間周波数（Ｍｅ）
：図９２通話ｙ各雑嗇に対する送信川波数変化の影響（下り回線）
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図９３プレデ４ス｝ウタおよびレス１ヽアの周波数特性
（２）
（卵）
１，．最高通話路の：？＝訂腿Ｏｄｂ点で測定Ｕ
２．測音３号雑音冊圧計使用
３．東京搬端送出レペルー１２ｄｂ一定
通話路周波数（ｋｃ）
－フアｙスを行った．その結果Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ各帯域の通話路のＳＫＮ十Ｚ））１・よ図９４のようになる．この結
果Ｄ帯域は約２ｄｂ改善されてひるがＡおよびＢ尨址えって悪くなってひる．こ坦士比較的低ひレベルの
ところでプレエンファシスを行クたのでその後の非直線歪のため，低Ｘ，～周波数の通話路の準漏話雑音が悪くなク
ｌたためと考えられる．プレエソファシスの傾斜仕Ｎ０．１のものが最も適してｔ～た．丿，
－ｖ）２周波歪率試験
づパイロ引ヽ信号およびリンガによる漏話款耳に９きやすい．ＦＭ方式ではこの２周波の結合波仁．よる漏話仕２
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図９４ブレエソファジスの効果
搬端送出レベル（ｄｂ）
（ｂ）Ｂ周波数帯域
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搬端送出レベル（ｄｂ）
（ｄ）Ｄ周波数帯域
５ｇ＝
周波の差１こ比例するゆえ，差の最も大乱ヽ２８ｋｃパイ．外信号と最高通話路との結合波が最ｉＪ大１？ある．
パイロ刈ヽ信号のレベルｌｊ戈きる限り低い方がのぞまい～が，搬送端局の設計Ｈ―３５ｄｂｍ（各通話路試験音
のレベルより１０ｄｂ低ひ）とし，他の１周波の搬端送出レベルを変化して２周波歪率試験を行クた結果を図
゛９５に示す．上り回線では－５８ｄｂ，下り回線では－５０ｄｂでありか．２次歪率として壮平たんな特性曲
線ｔ乙なるｔまずであるが，高ひ送出レベルのところで仕高次の項がきｙａ～るものと考えられる．
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７．２．１映像周波数特性・
ｉ）直線性
正弦波では尖頭対尖頭周波数偏移１６Ｍｅまで直線からの偏差狐最大０．８ｄｂ程度である・
二ｉｉ）：周波数振巾特性ニ≒丿∧．．‥
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研兜実用化報告第４巻ぷ４呼（１９５５）
搬端送出レベル（１周波のレベル）．（ｄｂ）
１．０相対レベルの点で平たんレ
ペル計にて測定
２．①③はパイロヅ１ヽとの２次結
合波歪率
３．パイロヅＨ／ペルは－３５ｄｂｍ
一定とした
４．③は２０７０ｋｃと２０１１ｋｃを
同一レベルで送出する
図９５東阪間（上り）２周波歪率試験・
（∂り
規格３０，～５Ｍｃの間の振巾偏差４ｄｂ以内１こ灯
ｔ，実測の結果ｔｔ２．３～５．５ｄｂくらひであった．こ川１訪
周波布の補償がききすぎる１のがあること，また低周波部分
が負餓還のため３０ｓく凱ヽで約２．５ｄｂくらい上クてひ・
るものがあるためであろ．．
７．２．２信号対雑音比
黙雑音と周期的雑嗇をプラウソ竹上で辺別して測定ｔ。
勁雑剖１４Ｍｃ帯域ｔこ袖正して信号対作
信号対黙雑音比（Ｄ．Ａ．Ｐ．）仕３６ｄｂ以上で信号灯
周期雑音比（Ｄ．Ａ．Ｐ．）仕雑音波形によって多少異るも，
大体５０ｄｂ以上であクた．
７．２．３パルス伝送試験
ｉ）低周波特性
６０～の繰り返し矩形波で図９６のような波形炉得られた．
各区間により，減衰仕多少異る‰∠ｄｈ，＜．３”／ｏ以下．＾ｈ．
＜６％であった．
ｉｉ）高周波特性
立上り約０．０５μｓの繰り返しｌＯＯｋｃのパルス伝送試：
験を行った結果，立上り時間（１０％より９０％まで）仕：
すべて０．１μｓ以下で，オーバジューＭＩ図９７１こ示すよう・
１こ５％（０．２μｓ）くらＷｅある．一般に立上り時間Ｕ；
・Ｊｒ・●●ゝ
規格値を充分満足する七過渡特性仕良好と肌ヽえ肌ヽい
またこれは時間的ｔこ変化をずる．・・これはまだ多少給電線・
・■●●■Ｊ’●！－．・Ｉ．Ｉ●Ｊ●■
系に反響歪かおりこれが周波数の多少の変化により振巾
ｊｌ”・・・．ｊＪｆｒ●．ａおよび位相の変化を生び高周波特性を変化させるかの’と
考えられる．゛・．し・ト
図９６短形波出力波形
（?）????
－‥づ・’１時間（μｓ）ヽｊ一
図９７パルス伝送試験による出力波形’
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（砧）Ｓｉ！ＶＡ’Ｊｆ式広桁域マイクロ波巾懸詞ｒｔの設計
０，２．４画像試験
’モノスコープにまり標準画像を伝送ｔた結果仕水平分解能約４００～４５０本で比較的良好であろ．
ｉｉ忿タ
８む●すぴ
広帯域マイク口波中継装匠の設計に関ｔ。回線全体の規格値より雌殴の佃々の規格を決め，そ坦こよって
設計された装置の特性，およぴ回線仝休の特性試験の結果のあらましをのぺた．Ｕヽし中継回線設計に仕分
析的な資料炉まだ不足ｔており，とく１こ逼延吏の分析，遅延歪と準淵話雑音との相関性，惘々の装置の規
格値の許容度の回線品質に及ぼす形響，ＴＶ伝送基準とその測定方法，経済的平衡を保った設計，回線
の安定度など多くの間題がのこされてｔヽる．このように不明な多くの点仕残っていろりが国最初の本格的長距
離回線として開通以来１年，予想以上に安定な回線として活躍してＷろの仕同慶の蚕りであろ．‥
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